
 

 

 

 『引続居住証明書』とは？ 

 県民投票の投票資格は、同一市町村に３か月以上居住し、転出後、平成 31年 2月 13 

日まで引続き県内に住所を有する者となっています。この証明書は、転出後引続き県 

 内に居住していることを市町村が証明するものです。（証明書は原則無料） 

 

 その他に、「住民票」などが引続居住証明書の代わりとなる場合もありますが、有料

となる市町村もあります。また、証明書を取得できる時間帯についても市町村によって

異なる場合がありますので、事前にお問い合わせの上、請求手続きを行ってください。 

 

 

  発行に関しては、下記のとおりいくつかのパターンがありますので、ご自分に合っ 

  た方法で証明書の請求手続きを行っていただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             例） （旧）西原町(3か月以上居住) →（現）県内市町村 

 A 又は B の方法により、証明書をご準備ください。 

 

 

 

 

 

 

 例） (旧)西原町(3か月以上居住) → (旧)県内市町村 → (現)県内市町村 

 Ｃ の方法により、証明書をご準備ください。 

 

 

 

 

 

転 出 さ れ た 皆 さ ん へ 

県民投票には 『引続居住証明書』等 が必要です！ 

※ 証明書発行は平成 31年 2月 13日以降になります ※ 

西原町から転出後、

ずっと県内に住所が

ある 

いいえ 

は い 

【投票資格がありません】 

転出後、平成 31年 2月 13日時点で「引続き県

内に住所を有する」ことが条件となるため、県

外や国外に転出したことがある方は投票ができ

ません。 

西原町で「住民票の除票」を取得し、現住所地の市町村で除票内容の確認後、 

「引続居住証明書」を発行してもらう 

現住所地の市町村で「住民票」を取得し（有料の可能性あり）、「引続居住証 

明書」の代わりとする 

全ての旧住所地市町村で「住民票の除票」(有料の可能性あり)を取得し、現 

住所地の市町村で除票内容の確認後、「引続居住証明書」を発行してもらう 

(問合せ先) 西原町選挙管理委員会  電話：０９８－９４５－５０１１ 

～ 選挙管理委員会からのお知らせ ～ 

本籍地登録のある市町村に

行くことができる 

いいえ 

は い 本籍地登録のある市町村で、「引続居住 

証明書」を発行してもらう 

※県外市町村など、発行できないことがあります。 

 その場合は下記により請求手続きを行ってくだ 

 さい。 


